
令和 7 年 3 月 1 日 ２市外局番（０４３） 広報広報ややちちままたた ６

み 

ん 

な 

の 

広 

場
　

や
ち
ま
た
駅
北
口
市い

ち

を
開
催

時
３
月
９
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

場
八
街
駅
北
口
広
場

内
八
街
産
落
花
生
や
新
鮮
野
菜
な

　

ど
の
販
売
・
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ

　

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

問
や
ち
ま
た
未
来
（
小
野
）

　

☎
４
４
４
‐
６
０
０
７

伝
　
言
　
板

伝
　
言
　
板

催
し
・
講
座

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

千
葉
県
中
途
失
聴
者
・

　

難
聴
者
の
た
め
の
手
話
学
習
会

手
話
学
習
会

時
３
月
１
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
佐
倉
市
中
央
公
民
館

定
例
会
・
現
役

　
　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
お
話

時
３
月
15
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
佐
倉
市
志
津
公
民
館

費
無
料

　

 

（
手
話
学
習
会
の
初
回
参
加
時

　

の
み
テ
キ
ス
ト
代
１
２
０
０
円
）

※
申
し
込
み
は
不
要
で
、
聞
こ
え

に
関
係
な
く
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

※
要
約
筆
記
、
筆
談
で
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
千
葉
県
中
途
失
聴
者
・

　

難
聴
者
協
会
印
旛
事
務
所

　
　

４
６
１
‐
６
５
３
３

文
化
講
演
会

　

市
文
化
協
会
で
は
、馬
頭
琴（
ば

と
う
き
ん
）
奏
者
の
美
炎
（
ｍ
ｉ

ｈ
ｏ
）
さ
ん
と
、
ド
ラ
ム
パ
ー
カ

ッ
シ
ョ
ン
奏
者
の
前
田 

仁
さ
ん

に
よ
る
ユ
ニ
ッ
ト
「
ポ
ラ
リ
ス
」

を
お
招
き
し
て
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
観
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

時
３
月
16
日
㈰

　

午
前
10
時
～

場
中
央
公
民
館

費
無
料

問
八
街
市
文
化
協
会

　

会
長　

伴
野　

勲

　

☎
０
９
０
‐
２
７
５
４
‐
４
７
２
９

八街市
ホームページ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
千
葉
の
公
共

職
業
訓
練
受
講
者
（
６
月
生
）
募
集

対
象
者

　

就
職
を
希
望
す
る
方

訓
練
科
名
・
定
員
・
期
間

○
電
気
制
御
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
・

　

企
業
実
習
付
き

　

定
員　

16
人

　

６
月
２
日
㈪
～
12
月
17
日
㈬

　

 

（
７
カ
月
）

○
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科

　

定
員　

30
人

　

６
月
２
日
㈪
～
11
月
25
日
㈫

　

 

（
６
カ
月
）

場
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
千
葉

　

 

（
千
葉
市
稲
毛
区
）

募
集
期
間

　

３
月
19
日
㈬
～
４
月
23
日
㈬

受
講
料

　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
な
ど
自
己
負
担
）

説
明
会
開
催
日

　

３
月
11
日
㈫

※
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
千
葉
に
電

話
で
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先

　

住
所
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
千
葉

　

訓
練
第
一
課

　

☎
４
２
２
‐
４
８
１
０

全国統一防火標語
　守りたい　未来があるから　火の用心
 【住宅防火　いのちを守る　10のポイント】
４つの習慣
◆寝たばこは絶対にしない、させない。
◆ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
◆こんろを使うときは火のそばを離れない。
◆コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグ
　は抜く。
６つの対策
◆火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろな
　どは安全装置の付いた機器を使用する。
◆火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を
　定期的に点検し、10年を目安に交換する。
◆火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、
　寝具、衣類およびカーテンは、防炎品を使用する。
◆火災を小さいうちに消すために、消火器などを

　設置し、使い方を確認しておく。
◆お年寄りや身体の不自由な方は、避難経路と避
　難方法を常に確保し備えておく。
◆防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、
　地域ぐるみの防火対策を行う。
 【わが家の住宅用火災警報器、いますぐチェック】
　住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿
　命や電池切れなどで、火災を感知しなくなるこ
　とがあるため、とても危険です。作動確認を行
　い、設置から10年を目安に交換しましょう。
 【感震ブレーカーをつけましょう】
　感震ブレーカーは、地震の時、揺れを感知して
　自動で電気を遮断し、電気機器からの出火や停
　電が復旧したときに発生する電気火災を防止す
　る装置です。家電量販店などで購入可能な簡易
　タイプのものや電気工事が必要な分電盤タイプ
　などがあります。製品ごとの特徴や注意点を踏
　まえ、適切に選びましょう。
　詳しくは経済産業省の「感震ブレーカーの普及
　啓発」をご覧ください。
問佐倉市八街市酒々井町消防組合消防本部予防課
　☎４８１－０１３６

令和７年春季全国火災予防運動実施令和７年春季全国火災予防運動実施
３月１日〜７日３月１日〜７日

八
街
市
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

八
街
市
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

２
０
２
５
（
案
）
に
対
す
る

２
０
２
５
（
案
）
に
対
す
る

意
見
募
集
結
果
の
お
知
ら
せ

意
見
募
集
結
果
の
お
知
ら
せ

八
街
市
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　

２
０
２
５
（
案
）

募
集
期
間

　

令
和
６
年
12
月
５
日
㈭
～

　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
６
日
㈪

意
見
の
提
出
状
況

　

２
人
の
方
か
ら
５
件
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

意
見
と
市
の
考
え
方
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

市
役
所
公
文
書
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
企
画
政
策
課

　

☎
４
４
３
‐
１
２
６
８

八街市
ホームページ

問

む
つ
き
会
展

時
３
月
９
日
㈰
〜
23
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

 

（
３
月
９
日
㈰
午
前
11
時
か
ら
）

　

 

（
３
月
23
日
㈰
午
後
２
時
ま
で
）

　

 

（
月
曜
日
休
館
）

場
中
央
公
民
館

内
油
彩
・
水
彩
画
の
作
品
展

費
無
料

問
福
間　

悦
子

　

☎
３
７
１
‐
３
１
２
３

八
街
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
弓
道
専
門
部

初
心
者
弓
道
体
験
会

時
３
月
20
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

内
未
経
験
者
に
日
本
の
弓
道
を
体
験

費
無
料

問
中
村　

進

　

☎
０
９
０
‐
５
４
０
０
‐
２
６
３
２

問 時場内

時場

時場内費問時場内費問

費問時場費問 時場
FAX

場問

問

問
い
合
わ
せ

問

日
時

時

会
場

場

内
容

内

対
象

対

定
員

定

費
用

費

申
し
込
み

申

締
め
切
り

〆

記
号
の
見
方

持
ち
物

持

４
４
４
‐
０
８
１
５


